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屋久島山岳部保全募金とし尿搬出の経緯 

 

１．山岳部保全募金とし尿搬出の経緯 

世界自然遺産登録後の山岳部の利用増加により、し尿問題は大きな課題となってきた。山岳部にある

避難小屋（高塚、新高塚、淀川、鹿之沢、石塚、白谷）に付帯している「くみ取り式トイレ」のし尿は

定期的に周辺土壌に埋設する方法で処理されていたが、利用者増加と季節的な集中に伴い適切な処理が

できないことなどから自然環境への影響が懸念された。このため、平成 20年 4月からは 5箇所の避難小

屋（高塚、新高塚、淀川、鹿之沢、石塚）付帯トイレのし尿を登山口まで人力で搬出することとした。

これに掛かる経費は、1人 1口 500円の屋久島山岳部保全募金から確保しているが、収支が厳しいこと

から、「ふるさと雇用再生特別基金事業」、「屋久島だいすき基金」を活用した搬出、ガイド有志とし尿搬

出業者による無償搬出、施設整備に伴う資材搬出入時のヘリコプターでの搬出、新高塚小屋ＴＳＳトイ

レ便槽への試験的投入などが行われた。平成 27年度においても、搬出できなかったし尿 1900リットル

（H27年 3月時点）はバケツに貯蔵し平成 28年度に搬出予定としていた。 

ルート 地点名 トイレ 

縄文杉ルート 高塚小屋 男女兼用（1基） 

主稜線縦走ルート 新高塚小屋 男女兼用（1基） 

宮之浦岳ルート 淀川小屋 男女兼用（1基） 

安房歩道 石塚小屋 男女兼用（1基） 

永田歩道（花山歩道） 鹿之沢小屋 男女兼用（1基） 

白谷雲水峡 白谷小屋 男子用（1基）男女兼用（1基） 

 

図表 避難小屋の汲み取り式付帯トイレ 
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図表 過去 8年間の山岳部募金額、搬出経費、し尿搬出量 

募金額
(a)

搬出経費
支出総額

(b)
収支
(a-b)

累計
し尿

搬出量（ℓ）

H20年度 11,898,976 3,904,435 3,904,435 7,994,541 7,994,541 1,640

H21年度 24,326,444 2,670,500 7,892,517 16,433,927 24,428,468 9,220

H22年度 17,078,918 17,359,964 32,023,266 ▲ 14,944,348 9,484,120 14,155

H23年度 17,394,736 17,481,328 19,980,934 ▲ 2,586,198 6,897,922 14,580

H24年度 19,832,400 19,777,936 22,794,101 ▲ 2,961,701 3,936,221 12,660

H25年度 21,091,836 15,861,486 19,045,264 2,046,572 5,982,793 10,260

H26年度 20,751,219 18,172,915 23,727,896 ▲ 2,976,677 3,006,116 11,120

H27年度 14,756,183 10,257,223 15,472,157 ▲ 715,974 2,290,142 7,060
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２．荒川登山口における募金状況 

平成 22年から平成 27年までの募金率（荒川登山口での業務員配置分）は約 40%だった。平成 25年

度は 46.4%まで向上したが、平成 26年度と 27年度は 40%を切っている。業務員を配置しないと収受率

は向上しないが、人件費が増加すると優占順位の高い山岳部の自然環境を保全するための資金が不足す

る。 

 
引用：屋久島山岳日利用対策協議会 平成 27年度第 3回会議資料 
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図表 荒川登山口（業務員配置分）における募金状況 
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３．し尿搬出量の推移 

5箇所の避難小屋（高塚、新高塚、淀川、鹿之沢、石塚）付帯トイレのし尿搬出量は、募金状況、タン

ク運搬の距離、トイレ使用人数、トイレごとの便槽の大きさ等が影響するため、下表のような結果とな

っている。平成 28年 8月の時点では、平成 27年度にポリバケツに貯め置かれた分を解消していないた

め、本年度に貯め置かれている分は搬出されていない状況にあった。 

 

※平成 21年度は、9,220ℓのうち 7,220ℓを国の「ふるさと雇用再生特別基金事業」を活用して搬出。 

カッコ内は屋久島山岳部保全募金によらない搬出量の数値。 

※平成 26年度は、ガイド有志とし尿搬出業者が新高塚小屋 600L，高塚小屋 40Lを無償で搬出。 

屋久島町だいすき基金（2,000千円）を活用し，新高塚小屋 120L，高塚小屋 1,080Lを搬出。 

カッコ内は屋久島山岳部保全募金によらない搬出量の数値。 

※平成 27年度は、12月に新高塚小屋ＴＳＳトイレ便槽に，新高塚小屋汲み取りトイレのし尿 230Ｌを試

験的に投入。2月に縄文杉展望デッキ工事の資材搬出ヘリコプターを活用し，100Ｌのし尿を試験的に

搬出。3月に屋久島町だいすき基金（1,988,852円）を活用し，高塚小屋 960L，淀川小屋 500Ｌを搬

出。カッコ内は屋久島山岳部保全募金によらない搬出量の数値。 

 

図表 屋久島山岳部保全募金による小屋別し尿搬出量 

単位：ℓ

高塚小屋 新高塚小屋 淀川小屋 鹿之沢小屋 石塚小屋 合計

H20年度 1,060 260 320 0 0 1,640

H21年度 1,100(2,640) 60(1,540) 840(4,640) (140) (260) 2,000(9,220)

H22年度 3,740 2,625 6,785 555 450 14,155

H23年度 4,200 2,320 7,040 740 280 14,580

H24年度 3,320 1,220 6,320 1,280 520 12,660

H25年度 2,180 1,980 4,600 1,020 480 10,260

H26年度 2,420(1,120) 3,020(720) 4,600 500 580 11,120(1,840)

H27年度 1,420(960) 1,180(230) 3,840(500) 100 520 7,060(1,790)
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